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会員の購読料は賦課金の中
に含まれます。

●第19回中小企業まつりの開催
　「がんばる中小企業組合等」がアイメッセ山梨へ集結! ……… １面
●業界の動き（2月県内）／業界の声  …………………………… ４面
●やまなし6次産業化交流会の開催   …………………………… ６面
●女性部県大会の開催 …………………………………………… ６面

今月の見どころ

3月の出来事
●時事
11日  東日本大震災から3年、今も26万人避難
　　　～進まぬ除染
23日  浦和、差別的横断幕問題で、Jリーグ初の無
　　　観客試合
　　　研究論文（STAP細胞）の疑義
●山梨県中央会ニュース
1、5日  生涯設計セミナー
13日  中央会女性部県大会
23日  第19回中小企業組合まつり
27日  正副会長会議、第3回理事会
4月の予定
23日  正副会長会議、監査会

　開
会
式
に
は
、山
梨
県
知
事
を
は
じ
め
国
会
議

員
、市
町
村
長
、県
会
議
員
、関
連
団
体
の
代
表
な

ど
多
く
の
来
賓
や
関
係
者
が
参
加
し
た
。内
藤
会

長
は
、開
会
の
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
効
果
で
円
安
株
高
傾
向
に
な
り
、景
気
回
復

基
調
と
さ
れ
て
い
る
が
、地
方
に
ま
で
経
済
効
果

が
波
及
し
て
い
る
実
感
は
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。

中
小
企
業
は
、来
月
に
せ
ま
っ
た
消
費
税
の
引
き

上
げ
が
、経
営
に
与
え
る
影
響
を
危
惧
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、中
小
企
業
が
着
実
に
成
長
す
る
に

は
、富
士
山
世
界

文
化
遺
産
登
録

な
ど
山
梨
県
に

関
係
す
る
明
る

い
話
題
を
好
機

と
捉
え
、未
来
に

向
け
て
積
極
的

な
経
営
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
述
べ
た
。ま
た
、今
年
の
組
合
ま
つ
り
の

テ
ー
マ
を
「
実
践
躬
行
」
と
し
、目
標
や
信
条
を

掲
げ
、理
屈
よ
り
実
際
に
行
動
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
挨
拶
を
し
た
。

　今
年
の
組
合
ま
つ
り
の
特
徴
と
し
て
は
、農
業

と
中
小
企
業
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
ぐ
6
次
産

業
化
な
ど
の
関
連
事
業
者
16
店
が
出
展
し
、商
品

の
展
示
、試
食
、販
売
等
を
行
う
「
農
と
食
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。ま
た
、山
梨
県
冷
凍
空
調

設
備
事
業
協
同
組
合
の
主
催
に
よ
る
「
美
し
い
地

球
を
未
来
の
子
供
た
ち
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
、

オ
ゾ
ン
層
保
護
・
地
球
温
暖
化
防
止
に
む
け
て
の

基
調
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど

を
開
催
し
、地
球
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。県
内
外
か
ら
ご
当
地
の
グ
ル
メ
と
し
て

15
店
が
出
展
し
、地
域
の
魅
力
を
再
発
信
し
た

「
ご
当
地
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
た
。更
に

地
域
お
こ
し
や
県
の
名
産
品
の
紹
介
な
ど
地
域

全
般
の
情
報
P
R
を
担
っ
て
い
る
ご
当
地
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
県
内
ゆ
る
キ
ャ
ラ
、武

田
菱
丸
他
9
体
」
が
一
堂
に
会
し
、ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
た
。

　屋
内
で
は
、山
梨
県
パ
ン
協
同
組
合
に
よ
る
、

県
産
パ
ン
用
小
麦
「
ゆ
め
か
お
り
」
を
使
っ
た
パ

ン
の
試
食
・
販
売
、地
産
地
消
の
普
及
に
向
け
て

の
P
R
。山

梨
県
広
告
美

術
業
協
同
組

合
よ
る
ご
当

地
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
イ
ラ

ス
ト
を
背
面

に
記
念
撮
影

す
る
コ
ー

ナ
ー
や
上
野

原
機
械
器
具

工
業
協
同
組

合
の
も
の
づ

く
り
企
業
が

製
造
し
た
航

空
機
・ロ
ケ
ッ
ト
な
ど
の
部
品
の
紹
介
も
あ
っ
た
。

そ
の
他
、山
梨
県
の
産
業
基
盤
を
支
え
て
い
る

「
地
場
産
業
」
を
広
く
県
民
に
紹
介
す
る
た
め
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
、印
伝
、織
物
、印
章
、菓
子
な
ど
に

関
す
る
実
演
や
新
商
品
の
展
示
な
ど
も
あ
り
大

変
な
賑
わ
い
で
あ
っ
た
。ま
た
、中
小
企
業
の
専

門
的
な
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
中
小

企
業
組
合
等
を
県
民
に
P
R
し
た
。

　屋
外
で
は
、西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
に
よ
る

手
漉
き
和
紙
の
ハ
ガ
キ
づ

く
り
が
行
わ
れ
、そ
の
他
、

働
く
自
動
車
の
展
示
、ホ

イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
や
自
衛

隊
の
六
輪
装
甲
車
な
ど
の

体
験
乗
車
が
行
わ
れ
た
。

　屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
、ご

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
甲
州
戦

記
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー
」
と
子
供

向
け
ク
イ
ズ
・
握
手
会
･
写

真
撮
影
会
な
ど
行
わ
れ
た
。

ま
た
、屋
外
ス
テ
ー
ジ
で

は
、宮
川
空
手
道
場
に
よ
る

空
手
の
組
み
手
、演
武
、サ

ノ
ケ
ン
ラ
イ
ブ
、自
衛
隊
の

北
富
士
天
王
太
鼓
の
演
奏

が
行
わ
れ
た
。

　当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま

れ
約
3
万
人
の
ご
来
場
を

え
て
盛
会
に
開
催
さ
れ
た
。

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
組
合
等
」
が
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
へ
集
結
!

「
が
ん
ば
る
中
小
企
業
組
合
等
」
が
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
へ
集
結
!

第
19 
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り

　中
央
会
で
は
、3
月
23
日
、甲
府
市
大
津
町
の
「
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
」

に
お
い
て
、「
第
19
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。組
合
ま
つ

り
は
、「
第
13
回
介
護
健
康
フ
ェ
ア
」
と
同
時
開
催
し
、組
合
・
企
業
な
ど

1
7
5
団
体
が
出
展
し
た
。

屋内会場の風景

屋外ご当地グルメフェア

ご当地マスコットキャラクター

あいさつする内藤会長



中小企業タイムズ（2）第三種郵便物認可　平成26年４月１日（火曜日）

　工業・サービス業関連
●ものづくり・商業・サービス補助金
（中小企業・小規模事業者ものづくり・商業・サービス革新事業）
※平成25年度補正

①試作品・新商品・新サービス開発や生産プロセスの改善などに使
えます。
②通常で1，000万円の補助（補助率：2／3等）が出ます。

●ものづくり連携支援
（ものづくり中小企業・小規模事業者等連携事業創造促進事業）
  ※平成26年度予算

①ものづくり技術を活用した研究・開発や製品の販路開拓（サポイ
ン事業）を支援します。
②最大で初年度 4，500万円補助（補助率：2／3）が出ます。
③大学等の知識・ノウハウを活用した試作品開発等を支援します。

　商業関連
●まちづくり補助金／にぎわい補助金
（商店街まちづくり事業／地域商店街活性化事業）※平成25年度補正

①地域の安心・安全な生活を守るための施設・設備の整備に補助金
が出ます。
②消費喚起に向けたイベント事業などに、400万円※の補助
（100%）が出ます。
　※参加商店街数に応じて上限額を引上げ。

●商店街支援補助金
（地域商業自立促進事業）※平成26年度予算

①商店街の行う活性化に向けた取組に補助金が出ます。

　経営支援関連
●経営改善支援
（認定支援機関による経営改善計画策定支援）※平成25年度補正

①条件変更や融資（借換融資、新規融資）などの金融支援が必要な
中小企業・小規模事業者が、国の認定を受けた専門家（認定支援
機関）の支援を受けて経営改善計画を策定できます。
②経営改善計画策定支援に要する費用について、総額の2／3まで
負担します。

●取引先いじめ防止対策事業
（中小企業等消費税転嫁円滑化総合対策事業）※平成25年度補正

①消費税率引上げのお悩みを受け付けます。
②専門家が出張してお悩みを伺います。事業者向けの講習会も開催
します。

●事業の承継・引継ぎや円滑な終了をサポート
（事業引継ぎ支援センター／経営者保証に関するガイドライン／小規模共済制度）

①事業承継のお悩みをM&A、事業承継税制で支援します。
②経営者保証に依存しない融資や、保証債務の整理について、相談
に応じます。
③小規模事業者の方々の退職金制度を用意しました。

　融資関連
●資金繰り支援
（経営支援型のセーフティネット貸付・経営改善サポート保証等による借換
保証）※平成25年度補正

①経営支援とあわせたセーフティネット貸付により、資金繰りを支
援します。

②経営改善サポート保証等による借換保証制度を推進し、経営支
援と一体となった資金繰りを支援します。

（設備新陳代謝支援、賃上げ促進、経営者保証に関するガイドライン）
  ※平成25年度補正

①老朽化設備の新陳代謝、給与支給総額の引上げ、創業など、前向
きの事業展開に向けた取組に対応した融資を促進します。
②「経営者保証に関するガイドライン」の利用を促進します。

●小規模事業者経営改善資金融資制度（マル経融資）※平成26年度予算
①小規模事業者の資金繰りを支援します。
②融資上限を1，500万円から2，000万円に引き上げます。
③無担保・無保証・低利で融資が受けられます。

　地域資源関連
●JAPANブランド・地域資源活用支援事業
（小規模事業者等JAPANブランド育成・地域産業資源活用支援事業）
  ※平成26年度予算

①地域資源を活用し、「世界に通用するブランド確立」のための取り
組みや、「地域資源活用促進法に基づき行う商品開発」等の取り
組みを支援します。

②マーケティング調査費、商品開発費や展示会出展費等に対して、
最大4，000万円補助（補助率：2／3）します。

●農商工連携・異分野連携支援事業
（中小企業・小規模事業者連携促進支援事業）※平成26年度予算

①「農商工連携」や「異分野連携」を通じて行う商品開発等の取り組
みを支援します。
②市場調査費、商品開発費や展示会出展費等に対して、最大3，000
万円補助（補助率：2／3）します。

　海外進出関連
●海外展開支援事業
（中小企業・小規模事業者海外展開支援事業）※平成25年度補正

①中小企業海外展開現地支援プラットフォームによる海外進出時
の個別の課題解決支援や専門家派遣による海外向け商品開発の
支援を行います。

②海外現地にて海外展開の際に抱える課題解決を支援します。
③海外市場に精通した専門家が海外向け商品開発を支援します。

●海外展開戦略支援事業
（中小企業・小規模事業者海外展開戦略支援事業）※平成26年度予算

①海外展開に向けた「実現可能性調査」や「国内外展示会出展支援」
を通じ、海外販路開拓を支援します。
②市場調査費、調査同行費等に対して、最大120万円補助（補助率：
2／3）します。

③国内外展示会や海外バイヤーを招聘した商談会の場を提供し
ます。

中小企業・小規模事業者
向け施策情報
中小企業・小規模事業者
向け施策情報

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

　我が国の平成25年度補正予算が2月6日に、平成26年度予算
が3月20日に、それぞれ成立しました。それに伴い、本会では成
立した各予算の主な内容をご紹介します。皆様において関心が
あるものについては、本会担当指導員までお気軽にお声掛けく
ださい。



中小企業タイムズ（3） 第三種郵便物認可　平成26年４月１日（火曜日）

  キャリア形成促進助成金
◆「成長分野等人材育成コース」の助成対象を大企業にも拡大
◆「グローバル人材育成コース」の助成対象を大企業、訓練内容を海外で実施した訓練にも拡大
◆女性の活躍促進のための「育休中・復帰後等能力アップコース」を創設
◆事業主団体などを対象とした「団体等実施型訓練」を創設
（http://yamanashi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_tetsuzuki/kakushu_
  joseikin/hourei_seido/d01-1.html）

  キャリアアップ助成金 （人材育成コース）
◆Ｏｆｆ－ＪＴの経費助成額の引上げ
（http://yamanashi-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_tetsuzuki/kakushu_
  joseikin/hourei_seido/career.html）

　平成26年3月1日から企業内の人材育
成を図る事業主への助成金の内容を拡充
しました。
　対象となる助成金は次の2つです。

▶主に正規雇用の労働者に職業訓練など
を実施した場合の「キャリア形成促進助
成金」
▶非正規雇用の労働者に職業訓練などを
実施した場合の「キャリアアップ助成金
（人材育成コース）」
　労働者のキャリア形成・スキルアップを
効果的に実施していただくために、ぜひ、
ご活用ください。

人材育成を図る事業主への助成金を拡充します

山梨労働局　職業安定部　地域訓練受講者支援室　TEL:055-225-2861

山梨労働局では、厚生労働省組織規則（平成13年厚生労働省令第1号）の改正に伴い、平成26年4月1日から「求織者支援室」の名称を「地方訓練受講者支援室」に変更しました。
なお、今回の名称変更による担当．業務の変更はありません。

この記事に関するお問い合わせ先

主
な
拡
充
内
容

　創業関連
●創業補助金
（創業促進補助金）※平成25年度補正

①地域の活性化や海外需要の獲得を目指す創業（第二創業含む）へ
のチャレンジを支援します。
②店舗借入費や設備費等に対して、最大200万円補助（補助率：2／
3）します。

●地域創業促進支援
（創業スクール）※平成26年度予算

①全国300箇所で創業を支援します。
②創業に必要な知識やビジネスプランの作成支援をします。
③創業に再チャレンジする方や女性に特化したプランもあります。

　税制改正関連
　
●民間投資の活性化
※平成26年度税制改正

①生産性の向上につながる設備への投資に対して即時償却又は税
額控除ができる制度を創設
②上乗せ措置（増加型・高水準型）について適用期限を3年間延長
するとともに、増加型の措置について、試験研究費の増加率に応
じて税額控除率を引き上げる仕組みに改組（控除率5%

⇒

5%～
30%）

●中小企業投資促進税制の拡充
※平成26年度税制改正

①生産性向上につながる設備を取得した場合に、即時償却又は7%
税額控除（資本金3，000万円以下の企業は10%）を認める

●中小企業者等の少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例の延長
※平成26年度税制改正

①資本金1億円以下等の中小企業者等が取得価格30万円未満の減
価償却資産を取得して事業に供用した場合、その全額（上限は取
得価格合計300万円）を即時損金算入できる（適用期限：平成28
年3月31日まで）

●事業再編促進税制の創設
※平成26年度税制改正

①複数企業間で経営資源の融合による事業再編を行う場合、出資
金・貸付金の損失に備える準備金につき損金算入を認める（出資
金・貸付金の70%損金算入）

●設備投資につながる制度・規制面での環境整備への対応
※平成26年度税制改正

①既存建築物の耐震改修投資の促進のための税制措置の創設（25
%特別償却）

●所得拡大促進税制の拡充
※平成26年度税制改正

①給与等支給増加割合の見直し（基準年度と比較して、現行5%以
上

⇒

平成25・26年度：2%以上 平成27年度：3%以上 平成28・29
年度：5%以上）

②平均給与等支給額要件の見直し（全従業員の平均→継続従業員
の平均）

●復興特別法人税の1年前倒しでの廃止
※平成26年度税制改正

●民間投資と消費の拡大
※平成26年度税制改正

①交際費課税制度の適用期限を2年間延長するとともに、飲食のた
めの支出の50%を損金算入することを認める
※中小法人については、現行の定額控除（800万円）との選択制

●地方法人課税の偏在是正
※平成26年度税制改正

①法人住民税法人税割の税率の引下げ及び地方法人税（仮称）の創設
②地方法人特別税の税率の引下げ及び法人事業税（所得割及び収
入割に限る）の税率の引上げ

　お問い合せ
山梨県中小企業団体中央会　担当指導員まで
TEL：055-237-3215

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント
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2014年2月 2014年2月2014年2月

データから見た業界の動き（平成26年2月分）

収益状況
2013年2月

景況感
2013年2月

売上高
2013年2月

業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

減少
46%

不変
34%

増加
20% 減少

34%
不変
56%

増加
10%

減少
28%

不変
58%

増加
14%

減少
38%

不変
56%

増加
10%

減少
44% 不変

52%

増加
4%

減少
42% 不変

52%

増加
6%

　本県2月の景況は、全業種のDI値が、売上高－26（前年同
月比＋2）、収益状況－24（前年同月比＋16）、景況感－14
（前年同月比＋22）となっており、前年同月比は全ての項目
が改善している。業種別のDI値では製造業で、売上高±0
（前年同月比＋35）、収益状況は－5（前年同月比＋35）、景
況感±0（前年同月比＋30）。非製造業では、売上高－43（前
年同月比－20）、収益状況－37（前年同月比＋3）、景況感－
23（前年同月比＋17）となった。
　前月比のDI値は、製造業の売上高は35ポイント、収益状
況は25ポイント、景況感は20ポイントと大きく悪化。非製
造業でも、収益状況が60ポイント、売上高が20ポイント、景
況感も3ポイントと悪化しており、大雪による影響が大きか
った。
　情報連絡員による県内の2月の業況報告は、4月からの消
費税率の引き上げを控え住宅建設や公共工事等が牽引とな
り景気は回復傾向にあったが、2度の大雪により一変した。
　製造業では、大雪による操業停止や交通障害による配送
業務の停滞により売上減となった報告が多く寄せられた。
また、消費税率引き上げ後の受注減を懸念する報告があっ
た。
　非製造業は、大雪により小売業や宿泊業等は来客数の減
少や施設被害等、業況を一気に悪化させる要因になった。ま
た、建設関連は大雪によりさらなる工期の遅延と人手不足
を懸念する報告が多く寄せられた。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告

声業界の業
界
の
現
況
は
?

　本
組
合
は
、二
宮
尊
徳
翁
の
哲
学
・
経
済
学
･
経
営
学
を
取

り
入
れ
、こ
れ
を
骨
子
と
し
て
、経
営
に
又
、生
活
の
場
に
実
践

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、昭
和
55
年
に
そ
れ
ま
で
の
研
究
会

か
ら
発
展
し
て
、組
合
を
設
立
し
ま
し
た
。

　翁
の
教
え
の
報
徳
精
神
を
勉
強
し
て
、経
営
･
社
員
教
育
、

又
地
域
社
会
・
生
活
の
場
に
反
映
す
る
べ
く
、組
合
を
設
立
し

て
以
来
、毎
月
定
例
会
を
実
施
し
、講
師
を
呼
ん
で
の
研
修
会
、

中
央
会
な
ど
の
各
種
施
策
の
説
明
会
、親
睦
事
業
等
を
開
催

し
て
い
ま
す
。以
前
は
、組
合
員
の
自
宅
を
会
場
と
定
め
実
施

し
て
き
た
が
、現
在
は
当
番
幹
事
を
定
め
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

会
場
･
設
営
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
･
定
例
会
の
運
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　ま
た
、毎
月
の
定
例
会
で
は
、〝
報
徳
精
神
の
教
え
〞を
勉
強

し
て
い
ま
す
。現
在
、組
合
員
は
7
社
で
す
が
、組
合
員
の
会

社
は
比
較
的
業
績
が
良
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
も
、報
徳

の
教
え
の
一
つ
で
あ
る「
分
度
」（
適
量
・
適
度
の
こ
と
）の
精
神

の
実
践
と
、自
分
の
背
丈
で
話
し
を
し
、何
事
に
も
わ
き
ま
え
、

堅
実
に
経
営
し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
?

　報
徳
の
教
え
に
は
三
つ
の
柱
が
あ
り
、「
勤
労
」・「
分
度
」・

「
推
譲
」と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、組
合
員
に
お
い
て
は
、こ
の
教
え
を
き
わ
め
て
誠

実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、組
合
事
業
や
企
業
の
活
性
化
を

図
り
、社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
後
も
、よ
り
一

層〝
報
徳
の
教
え
〞に

基
づ
き
、各
事
業
所

の
事
業
や
社
員
教
育

に
反
映
し
な
が
ら
、

組
合
員
同
士
が
連
携

し
絆
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、山
梨
県
内

外
に
広
く
交
流
を
求

め
、組
合
活
動
を
活

性
化
す
る
こ
と
を
常

に
心
に
か
け
て
強
く

望
ん
で
お
り
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　
　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動

向
の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景

な
ど
に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は

組
合
員
全
体
の
動
向
・
予
測（
売

上
高
・
原
材
料
等
経
費
・
資
金
繰

り
な
ど
）に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を

求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
前
月

売
上
増
の
反
動
や
大
雪
の
影
響

に
よ
る
操
業
停
止
、配
送
業
務

の
停
滞
、ス
ー
パ
ー
の
ギ
フ
ト

商
品
が
低
調
等
と
な
り
、全
体

の
売
上
は
前
年
同
月
比
86
%
。

●
食
料
品（
洋
菓
子
製
造
）／
豪
雪

に
よ
り
2
工
場
が
4
日
間
の
操

業
停
止
や
交
通
障
害
に
よ
る
配

送
停
止
と
な
り
、売
上
は
前
年

同
月
比
97
%
。

●
繊
維･

同
製
品（
織
物
）／
カ
ー

テ
ン
等
の
イ
ン
テ
リ
ア
関
連
の

売
上
が
伸
長
。

●
繊
維･

同
製
品（
ア
パ
レ
ル
）／

若
干
上
向
き
傾
向
。

●
木
材
・
木
製
品
製
造
／
大
雪
の

影
響
で
、住
宅
現
場
の
進
行
の

遅
れ
、建
て
方
延
期
等
が
発
生

し
、プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
稼
働

は
激
減
。

●
家
具
製
造
／
消
費
税
増
税
前
の

駆
け
込
み
需
要
で
活
況
。

●
窯
業
・
土
石（
砂
利
）／
大
雪
の

影
響
に
よ
り
1
週
間
程
度
入
荷

が
滞
り
、売
上
等
に
大
き
な
影

響
が
あ
っ
た
。

●
一
般
機
器
／
大
雪
の
た
め
休

業
、交
通
障
害
等
で
売
上
に
影

響
が
で
て
い
る
。

●
電
気
機
器
／
消
費
税
増
税
を
控

え
駆
け
込
み
需
要
が
増
加
。し

か
し
、消
費
税
率
引
き
上
げ
後

の
受
注
減
を
懸
念
す
る
。

●
そ
の
他（
鉱
業
）／
H
24
年
度
・

H
25
年
度
の
景
気
対
策
効
果
が

現
れ
始
め
、前
年
比
は
88
%
ま

で
回
復
し
、明
る
い
兆
し
が
見

え
始
め
た
。

●
そ
の
他（
宝
飾
製
造
①
）／
消
費

税
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
と

高
額
品
の
売
れ
行
き
が
好
調
で

在
庫
負
担
も
軽
減
。消
費
税
増

税
後
の
落
ち
込
み
を
懸
念
。

●
そ
の
他（
宝
飾
製
造
②
）／
消
費

税
増
税
前
に
発
注
増
を
見
込
ん

で
い
た
が
、全
く
な
い
状
況
。

■
非
製
造
業

　

●
卸
売（
塗
料
）／
大
雪
の
影
響
に

よ
り
、こ
こ
数
ヶ
月
で
一
番
の
落

ち
込
み
と
な
っ
た
が
、稼
働
日

数
の
割
合
に
は
落
ち
込
み
は
最

小
限
に
留
ま
っ
た
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）／
年
間
売

上
5
億
円
以
上
の
組
合
員
企
業

は
好
転
し
て
い
る
。し
か
し
、消

費
税
率
引
き
上
げ
後
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
。

●
小
売（
青
果
）／
大
雪
の
た
め
の

入
荷
量
の
減
少
に
伴
い
、販
売

数
量
も
減
少
。販
売
価
格
は
横

ば
い
で
推
移
。

●
小
売（
食
肉
）／
大
雪
の
影
響

で
、流
通
機
能
が
停
止
と
な
り
、

地
元
の
食
肉
小
売
店
は
前
年
比

4
%
増
の
売
上
と
な
っ
た
。

●
小
売（
水
産
物
）／
大
雪
の
た

め
、飲
食
店
の
需
要
が
激
減
。

●
小
売（
自
動
車
）／
2
月
は
大
雪

の
影
響
で
売
上
減
。

●
小
売（
石
油
）／
軽
油
、灯
油
等

の
価
格
は
据
え
置
か
れ
た
が
、

需
要
減
少
に
よ
り
経
営
環
境
が

悪
化
。

●
商
店
街
⑴
／
大
雪
の
影
響
に
よ

り
、商
店
街
は
3
〜
5
日
間
機

能
せ
ず
客
足
が
戻
る
の
に
10
日

以
上
か
か
っ
た
。

●
商
店
街
⑵
／
2
度
の
大
雪
で
売

上
、客
数
が
悪
化
。

●
不
動
産
取
引
／
住
宅
地
の
売
れ

行
き
は
低
迷
し
て
い
る
が
、中

古
住
宅
、中
古
マ
ン
シ
ョ
ン
、建

売
住
宅
の
購
入
者
が
増
加
。

●
宿
泊
業
⑴
／
2
度
の
大
雪
で
キ

ャ
ン
セ
ル
が
多
発
。施
設
設
備

に
も
被
害
が
出
て
い
る
。

●
宿
泊
業
⑵
／
2
度
の
大
雪
の
影

響
に
よ
り
、キ
ャ
ン
セ
ル
が
多

発
。業
者
へ
の
支
払
も
あ
り
資

金
繰
り
が
厳
し
い
。

●
美
容
業
／
大
雪
の
影
響
に
よ

り
、来
店
客
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。

●
警
備
業
／
2
度
の
大
雪
の
影
響

に
よ
り
公
共
工
事
の
延
期
等
、

大
幅
な
減
収
。

●
建
設
業（
総
合
）／
大
雪
に
よ
り

除
雪
作
業
に
追
わ
れ
手
持
ち
工

事
が
中
断
。、工
期
の
遅
れ
や
資

金
繰
り
を
圧
迫
し
て
い
る
。

●
建
設
業（
住
宅
関
連
）／
雪
害
に

よ
る
屋
根
等
の
補
修
工
事
依
頼

が
増
加
。

　消
費
税
増
税
に
絡
む
工
事
で
納

期
の
遅
れ
を
懸
念
。

●
設
備
工
事（
電
気
工
事
）／
大
雪

の
影
響
に
よ
り
、年
度
末
に
向

け
て
建
物
の
完
成
時
期
が
重
な

る
工
程
の
遅
れ
と
人
手
不
足
を

懸
念
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）／
除
雪
作

業
を
優
先
し
た
影
響
に
よ
り
一

部
工
事
の
遅
延
を
懸
念
。今
後
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
の
反
動
減

が
危
惧
さ
れ
る
。

●
運
輸（
タ
ク
シ
ー
）／
大
雪
の
影

響
で
各
社
で
2
〜
3
日
の
運
行

休
止
。ま
た
、営
業
を
開
始
し
た

が
運
行
時
間
が
通
常
の
2
〜
3

倍
か
か
り
、収
入
減
。

●
運
輸（
バ
ス
）／
大
雪
の
影
響
に

よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
が
続
出
し
大

幅
に
売
上
が
減
少
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）／
2
度
の
大

雪
の
影
響
に
よ
り
、運
行
キ
ャ

ン
セ
ル
が
発
生
し
売
上
が
減

少
。交
通
障
害
に
よ
る
車
内
待

機
時
間
が
大
幅
に
増
加
、労
働

時
間
の
制
約
を
受
け
運
行
不
可

に
よ
り
収
益
が
悪
化
。

山
梨
報
徳
機
工
協
同
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　新
藤

　進 

氏

山
梨
報
徳
機
工
協
同
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　
　理
事
長

　新
藤

　進 

氏

2月分
平成26年
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中
央
会
●
会
員
組
合
活
動
紹
介

A
C

T
I

V
E

 
K

U
M

I
A

I
新
し
い
リ
フ
ト
カ
ー
が

　
　
　
　
　
　
　運
行
開
始

花関所の郷・南清里フラワーパーク企業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・

　北
杜
市
高
根
町
の
南
清
里

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
企
業
組
合

（
長
田
正
彦
理
事
長
・
組
合
員

48
名
）が
北
杜
市
か
ら
の
指

定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て

い
る
「
南
八
ヶ
岳
花
の
森
公

園
」
は
、国
道
1
4
1
号
線

「
道
の
駅
南
き
よ
さ
と
」
の

東
側
の
机
山
の
頂
上
あ
り
、

収
穫
体
験
や
ク
ラ
フ
ト
体
験

が
で
き
る
公
園
と
し
て
首
都

圏
か
ら
の
観
光
客
や
小
中
学

校
の
校
外
体
験
教
室
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

　公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、道
の
駅
か
ら
リ
フ
ト
カ
ー
に
乗
っ
て

標
高
差
1
0
0
メ
ー
ト
ル
を
約
３
分
半
で
登
っ
て
行
く
。リ
フ
ト

カ
ー
は
平
成
12
年
に
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
た
際
に
設
置
さ
れ
、こ

れ
ま
で
52
万
人
以
上
を
公
園
に
運
ん
で
き
た
。公
園
の
冬
季
閉
鎖

が
終
わ
り
、４
月
１
日
か
ら
の
今
シ
ー
ズ
ン
の
開
園
に
あ
わ
せ
て

新
し
い
車
輌
「
鯉
の
ぼ
り
号
」
が
導
入
さ
れ
運
行
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　南
八
ヶ
岳
花
の
森
公
園
は
机
山
の
頂
上
に
5
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
公
園
と
農
場
を
整
備
し
、40
種
類
以
上
の
野
菜
や
果
樹
、花
な

ど
を
栽
培
し
て
お
り
、季
節
に
あ
わ
せ
た
野
菜
や
果
物
の
収
穫
体

験
や
押
し
花
・
ピ
ザ
な
ど
の
制
作
体
験
が
で
き
る
。特
に
、ト
マ
ト
・

り
ん
ご
・
サ
ク
ラ
ン
ボ
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
は
味
も
良
く
、収
穫

体
験
だ
け
で
な
く
直
売
も
評
判
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、毎
年
５
月

に
道
の
駅
を
会
場
に
、組
合
員
も
実
行
委
員
に
な
っ
て
い
る
「
長

沢
鯉
の
ぼ
り
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、夏
に
向
け
て
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
が
本
格
化
す
る
。

　長
田
理
事
長
は
「
農
場
で
は
地
元
の
組
合
員
が
栽
培
し
た
ト
マ

ト
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
美
味

し
い
夏
野
菜
が
採
れ
る
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
野
菜
の
収
穫
体

験
に
一
層
の
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。北
杜
市
に
は
中
部
横
断

道
路
の
建
設
計
画
も
あ
り
、観

光
客
の
国
道
1
4
1
号
線
の

ア
ク
セ
ス
も
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
に
宣
伝
活
動
を
行
い

知
名
度
を
高
め
た
い
。」
と
今

後
の
事
業
展
開
の
希
望
を

語
っ
て
く
れ
た
。

あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン

「
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ア
」を
開
催
!

山梨県不動産協同組合（Y‐LAND）T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
不
動
産
協
同
組

合（
Y
‐
L
A
N
D
／
保
坂

貞
仁
理
事
長
）は
、２
０
１

３
年
7
月
に
分
譲
地
の
販

売
を
開
始
し
た
、あ
さ
ひ
リ

ニ
ア
タ
ウ
ン（
甲
府
市
上
今

井
町
）に
て
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
共
同
で「
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ア
」を
開
催

し
た
。

　家
族
そ
ろ
っ
て
見
ら
れ

る
分
譲
住
宅
と
し
て
、1
月

18
日
〜
3
月
9
日
の
毎
週

土
・
日
曜
日
、午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分
ま
で
開
催
さ
れ
、イ
ベ

ン
ト
期
間
中
に
は
、キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
完
備
・
み
か
ん
詰
め
放
題
・
分

譲
住
宅
を
見
学
し
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
景
品
が
貰
え
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
、多
く
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
た
。

　ま
た
、3
月
2
日
・
9
日
に
は
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
マ
ス

コ
ッ
ト「
ヴ
ァ
ン
く
ん
☆
フ
ォ
ー
レ
ち
ゃ
ん
」と
の
写
真
撮
影
会
や

握
手
会
、各
住
宅
メ
ー
カ
ー
巡
り
、消
防
自
動
車
か
ら
の
放
水
訓

練
・
消
火
栓
を
利
用
し
た
訓
練
の
イ
ベ
ン
ト
等
も
行
わ
れ
た
。

　あ
さ
ひ
リ
ニ
ア
タ
ウ
ン
と
は
、日
が
昇
る
よ
う
に
と
言
う
意
味

か
ら「
あ
さ
ひ
」、リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
の
先
駆
と
し
て「
リ

ニ
ア
タ
ウ
ン
」と
名
付
け
ら
れ
、敷
地
面
積
が
約
5
万
2
千
平
方

メ
ー
ト
ル
と
広
く
、県
内
に
事
業
所
を
持
つ
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と

の
共
同
事
業
と
し
て
開
発
が
行
わ
れ
た
。

　現
地
は
、リ
ニ
ア
駅
建
設
予
定
地
か
ら
2
㎞
ほ
ど
に
あ
る
工
場

跡
地
で
、全
1
7
1
区
画
の
大
規
模
な
分
譲
地
と
な
っ
て
い
る
他
、

「
安
心
／
安
全
・
生
活
利
便
性
・
豊
か
な
自
然
・
文
教
地
区
」と
4
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

　今
後
も
、組
合
で
は
4
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
活
か
し
、

毎
日
の
生
活
を
快
適
に
便
利

に
過
ご
し
て
頂
き
、「
安
心
・

安
全
・
学
び
の
街
」と
し
て
理

想
の
暮
ら
し
を
育
む
街
を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。ま
た
、時
代
の
ニ
ー
ズ

に
マ
ッ
チ
し
た
質
の
高
い
街

づ
く
り
を
目
指
し
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

や
ま
な
し
こ
む
ぎ

　
　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
1
4

山梨県パン協同組合・山梨県学校給食パン協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・

　山
梨
県
パ
ン
協
同
組
合（
梅
本

実
理
事
長
）と
山
梨
県
学
校
給
食

パ
ン
協
同
組
合（
輿
石
輝
夫
理
事

長
）は
、1
月
31
日
に
山
梨
県
産
小

麦
に
よ
る
パ
ン
普
及
促
進
検
討
会

「
や
ま
な
し
こ
む
ぎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
2
0
1
4
」
を
設
立
し
た
。

　こ
れ
ま
で
、県
産
の
パ
ン
用
小

麦
の
栽
培
に
つ
い
て
は
、収
穫
時

期
や
病
害
の
発
生
等
の
栽
培
上
の

リ
ス
ク
・
適
性
の
あ
る
品
種
が
見

当
た
ら
な
い
な
ど
の
点
か
ら
小
面

積
で
の
取
り
組
み
が
主
流
で
、安

定
し
た
収
穫
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　し
か
し
、平
成
24
年
に
パ
ン
用

小
麦
の
品
種
と
し
て
「
ゆ
め
か
お

り
」
が
山
梨
県
で
の
栽
培
が
適
性

で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

平
成
25
年
か
ら
北
杜
市
を
中
心
に

本
格
的
に
栽
培
を
行
い
、約
21
ト

ン
を
収
穫
し
た
。県
内
で
あ
る
程

度
の
収
穫
が
出
来
た
こ
と
か
ら
、

県
内
業
者
に
よ
る
製
粉
も
行
わ
れ
、

県
産
小
麦
の
パ
ン
の
製
品
化
を
進
め
る
事
に
な
っ
た
。

　山
梨
県
産
小
麦
に
よ
る
パ
ン
の
製
品
化
に
向
け
て
は
、生
産

者
・
生
産
者
団
体
・
加
工
業
者
・
県
関
係
機
関
等
と
の
意
見
交
換
会

を
行
い
、山
梨
県
産
小
麦
に
よ
る
パ
ン
を
県
内
消
費
者
へ
向
け
て

普
及
促
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　ま
ず
は
、甲
府
市
大
津
町
「
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
」
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
「
第
19
回
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
」
に
出
展
し
、試
食
・

即
売
会
を
行
っ
た
。

　当
日
は
会
場
内
の
パ
ン
の
匂
い
に
誘
わ
れ
て
、多
く
の
方
が
県

産
小
麦
パ
ン
を
試
食
し
、大
好
評
を
得
、

購
入
し
て
い
っ
た
方
も
い
た
。

　組
合
で
は
、今
後
も
パ
ン
食
普
及
に
力

を
注
ぎ
、新
製
品
の
開
発
や
パ
ン
製
造
技

術
の
向
上
等
の
技
術
講
習
会
を
積
極
的

に
行
い
、さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、お
客
様
に
喜
ば
れ
る
パ
ン
づ

く
り
、地
域
に
貢
献
し
た
活
動
を
今
後
も

推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

机山に登る”新”鯉のぼり郷号

菜の花と長沢鯉のぼり祭り
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　山梨県中小企業団体中央会女性部会（深澤紗世子会
長）は、3月13日笛吹市「ブライダルビレッジ・ミラベル」に
おいて、女性部県大会を開催し、県内の女性経営者、経営
者パートナー、組合の女性役職員など約40名が参加した。
　第1部県内事例発表では、藤原会計事務所所長藤原千
穂先生が講演を行い、設立後60年を超える活動の歴史
や、長い伝統から培ったノウハウとサービスの基本、ま
た、女性ならでわの魅力から得た信頼など、これまでの体
験談について語られた。
　続いて第2部の特別講演では、全国レディース中央会
の加藤智子副会長が「人脈は財産！出会いが未来を拓く!」
と題し講演を行った。
　1982年、専業主婦から突然ヤマカグルー
プの社長に押し上げられ、経営者となって
32年。会社トップの重圧や思い入れ深い製
陶事業からの撤退等、次々に襲う難題を乗り
越えてきた。
　「眠れない、食べられない日が続いた。で
も、あの経験が私を強くしてくれた」と、人と
のつながりや、挑み、経験することの重要性、
また女性が持つ謙虚さは絶対忘れてはなら
ないなどと語った。
　講演の終了時には、「ヤマカグループの歩
み～百年の軌跡」について、創業110周年記
念事業で作成された記念誌を元に、これまで
の歩みについて説明があった。
　講演会終了後には、女性部会小田切禎子
副会長より感想が述べられ、女性が持つ魅
力をいかんなく発揮し、強く、たくましい中
にも女性らしさを忘れずに、この厳しい経済
状況を乗り越えていこうと呼びかけあった。

　中央会では、6次産業化を推進するための事業として去る3月23日「第19
回中小企業組合まつり」のブースを活用し「やまなし6次産業化交流会」を開
催した。
　2月の大雪による被害が多大にあった事業者も多い中で、交流会には6次
産業化に取り組む16の事業者が出展した。各事業者は自身が生産した自慢
の特産品の野菜や果物、魚、地どり、それらを活用したジュースやジャム、ワ
イン、甘酒、漬け物、干し芋、キャラメル、ハーブティ、ソーセージ等々、色とり
どり、多種多様の加工品を用意し来場者へ試飲や試食、販売が行われた。
　それぞれ工夫された商品からは、独自の商品開発に取り組む日頃の事業
者の努力が垣間見えた。事業者
は、来場者に販売するとともにそ
れぞれの商品紹介や特別な生産
方法、工夫していることなど6次
産業化の取り組みを説明した。消
費者からはそれら商品に対する
感想や意見をヒアリングし、今後
の商品開発や事業展開の参考に
した。また、出展事業者間での情
報交換も盛んに行われ、それらの
情報は事業者にとって参考にな
るとともに、良い刺激となり6次
産業化の活性化とさらなる推進
につながった。
　毎年多くの来場者が訪れる中
小企業組合まつりへの出展は、
絶好の交流・PRの場になり、6次
産業化に取り組む事業者にとっ
て有意義な交流会となった。

全
国
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が

大
い
に
語
る
女
性
の
魅
力
と
は
！

全
国
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
が

大
い
に
語
る
女
性
の
魅
力
と
は
！

●山梨県中小企業団体中央会女性部会

やまなし６次産業化交流会を開催

交流会の様子

藤原千穂氏
（藤原会計事務所 所長）

県大会の様子

加藤智子氏
（全国レディース中央会 副会長）

平成26年度も
消費税転嫁対策窓口相談等事業を継続実施します
平成26年度も
消費税転嫁対策窓口相談等事業を継続実施します
　消費税転嫁対策窓口相談等事業につきましては、26年度においても継続して実施することといたします。
　会員団体等におかれましては、本会で実施する個別相談窓口設置事業および専門家派遣事業を積極的にご活用いただき、
引き続き、消費税の適正な転嫁に取り組まれますようお願いいたします。

事　業　名

特別窓口相談事業

専門家派遣事業

概　　　要

消費税率の引き上げやそれに伴う制度改正等について、税理士
等の専門家が質問・相談に応じます。

消費税率の引き上げやそれに伴う制度改正等について、専門家
を派遣し、相談指導を行います。

実施場所・日時

場所：当会事務所（甲府市飯田2-2-1）
日時：別途指定する特定日

場所：利用者希望の場所
日時：利用者希望の日時

費用

無料

無料
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募集

　山梨県中央会では、2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口を設置し、大雪により被害を受けた中小企業の皆様の資金繰り及び
経営安定に関する相談に対応しておりますのでご利用下さい。

  ⑴災害復旧貸付
　①㈱日本政策金融公庫
　　（中小企業事業）　融資限度額：1.5億円（代理貸付：7千5百万円）
　　　　　　　　　　償還期限：設置資金、運転資金とも10年以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（措置2年以内）
　　（国民生活事業）　融資限度額：3千万円（代理貸付：1千5百万円）
　　　　　　　　　　償還期限：設備資金、運転資金とも10年以内
　②商工組合中央金庫
　　融資限度額：1.5億円／設備資金、運転資金とも10年以内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（措置2年以内）

  ⑵小規模企業共済災害貸付（小規模企業共済の加入者）
　融資限度額：1千万円（納付額に応じる）／利率：年0.9％
　償還期限：3年～5年以内（貸付金額による）

  ⑶山梨県雪害対策緊急融資
　融資限度額：設備資金5千万円／運転資金2千万円
　利率：年1.8％（信用保証協会の保証料が別途必要）
　償還期限：設備資金7年以内（措置1年以内）
　　　　　　運転資金5年以内（措置1年以内）

山梨県中小企業団体中央会からご案内緊急

大雪による災害に関する特別相談窓口の設置大雪による災害に関する特別相談窓口の設置

中央会では、随時相談を受け付けております。お気軽にご相談下さい。

■お問い合せ　山梨県中小企業団体中央会　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1　TEL055-237-3215　FAX055-237-3216

■融資内容

（注）金融機関の審査結果によっては、ご希望に添えない場合がございますのでご了承ください。

1.募集事業の種類
⑴中小企業組合等活路開拓事業（展示会等出展事業を含む）
⑵組合等情報ネットワークシステム等開発事業
⑶連合会（全国組合）等研修事業

2.補助金額
⑴中小企業組合等活路開拓事業　11,588千円　※
　（ただし、展示会等出展事業は1,200千円）
⑵組合等情報ネットワークシステム等開発事業　11,588千円
⑶連合会（全国組合）等研修事業
※中小企業組合等活路開拓事業（展示会等出展事業を除く）及び組合情報
　ネットワークシステム等開発事業については、補助金の下限額を1,000千
　円とする。

3.募集期間（全事業共通）
平成26年2月12日（水）～4月14日（月）
　第1次締切：平成26年3月12日（水）
　第2次締切：平成26年4月14日（月）
＊いずれの締切日も応募書類必着のこと。
＊第1次締切までに応募された案件で基準を満たしたものから順次採択
　して、予算枠に達した時点で終了します。

4.平成26年度活路事業特設サイト
所定の「応募書類様式」や「応募要綱」をダウンロードすることがで
きます。
http://www2.chuokai.or.jp/hotinfo/26katsuro-project.htm

●お問い合せ先
　山梨県中小企業団体中央会（組織課）
　〒400-0035　甲府市飯田2-2-1　中小企業会館4F
　TEL055-237-3215　FAX055-237-3216

平成26年度
中小企業活路開拓調査・
実現化事業実施団体の募集

平成26年度
中小企業活路開拓調査・
実現化事業実施団体の募集   1.事業の内容

　小企業者の経営基盤の強化や生産性の向上を目指した、フィージビリティ・スタディ（実現可
能性調査）とフィージビリティ・スタディの結果を具体化するためにチャレンジする小企業者組
合を対象とした事業です。

★中央会のサポート！！★
　中小企業連携の専門支援機関である中央会が組合のチャレンジの事前準備活動から、実施段階、
実施後のフォローアップや継続活動まで完全サポートします！
★専門家等のサポート！！★
　チャレンジをするには学識経験者や専門研究機関の専門家などとも協力し、新しいアイディア・情
報などを組合自身が吸収することが重要です！
★補助金のサポート！！★
　以下の補助対象経費の2/3（120万円が上限）を助成します！

　  対象経費科目
　　謝金・旅費・会議費・印刷費・原稿料・雑役雑費・通信運搬費・消耗品費・借損料・委託費

フィージビリティ・スタディとは？
　組合のチャレンジの実現可能性を事前に調査するもので、組合のチャレンジの事業計画（経
営戦略、ビジネスプラン）がうまくいくために必要な調査です！

  2.補助対象となる小企業者組合の種類

　本事業の補助対象となる組合は、以下の要件を備えている小企業者組合となります。

1）事業協同組合、商工組合、商店街振興組合（それぞれ連合会を含む）
直接又は間接の構成員の3/4以上が小企業者（常時使用する従業員数が5人（商業・サービス業
は、2人（以下同じ））以下の会社及び個人)である者。

2）協業組合
常時使用する従業員数が5人以下の者、又は組合員の3/4以上が協業実施直前において小企業者
であった者。

3）事業協同小組合
4）企業組合
5)上記1～4に掲げる組合以外の組合であって他の特別の法律に基づく組合は、その直接又は間接
の構成員の3/4以上が小企業者である者。

●お問い合わせ先
　山梨県中小企業団体中央会（組織課）
　〒400-0035 甲府市飯田2-2-1　中小企業会館4F　TEL055-237-3215　FAX055-237-3216

小企業者組合成長戦略推進プログラム等支援事業小企業者組合成長戦略推進プログラム等支援事業
平成26年度
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編
集
後
記

　４月の風物詩と言えば、読者の皆さんは何を思
い浮かべますか？
　お花見、入社式、入学式、歓迎会…etc
　様々な環境の変化がある年度始め、気持ち新た
に頑張りましょう！

●ご意見・ご要望は、中小企業タイムズ編集班まで
　TEL 055-237-3215　
　FAX 055-237-3216
　E-mail 
　webmaster@chuokai-yamanashi.or.jp   
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被表彰者の募集について

第59回

山梨県中央会通常総会
開催のお知らせ

第59回

山梨県中央会通常総会
開催のお知らせ

第59回

山梨県中央会通常総会
開催のお知らせ

第59回

山梨県中央会通常総会
開催のお知らせ

当会通常総会を次の日程にて開催致します。

開催日時　平成26年6月2日（月）　14：00～

開催場所　昭和町西条3600　アピオ甲府本館「吉兆の間」

　山梨県中央会では、長年にわたり組合、青年
部、女性部活動に貢献した方を対象に表彰候補
者を募集しています。
　表彰式典は、通常総会開催日に行われます。
　選考基準については、4月中に発送予定です。

平成26年

6月2日（月）
アピオ甲府本館
「吉兆の間」

募集
対象

表彰
式典

組合功労者、青年部功労者、
女性部功労者、優良専従職員

平成26年3月24日から新たに採用しました。
よろしくお願いします。

●
平
成
26
年
3
月
31
日
付

退

　職

知
見
寺
好
幸
 
事
務
局
長
（
兼
）
組
織
開
発
部 

部
長
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画
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長
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　課
長 ●

平
成
26
年
4
月
1
日
付

昇

　任

ものづくり中小企業・小規模事業者
試作開発等支援事業
アドバイザー

桐山　富久 氏

ものづくり中小企業・小規模事業者
試作開発等支援事業
アドバイザー

清水　栄司 氏

この街と生きていく

しんきん
バンク

Face to Face

山梨信用金庫
（055-235-0311）

甲府信用金庫
（055-222-0231）

しんきんキャッシュカードなら、全国のしんきんATMで、
平日・土曜のご利用手数料が無料で、ご利用できます。

（一部対象外のATMがございます。）

事
務
局
長

　

　
　三
枝
　幹
夫

　在
職
中
は
皆
様
方
に
何
か

と
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、山

梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
職
員
と
し
て
35
年
９
ヶ
月

に
わ
た
り
、勤
務
で
き
ま
し
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の
間
、ご
関
係

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方

と
の
貴
重
な
経
験
や
ご
指
導

を
私
の
財
産
と
し
て
、こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
し
て
い
き
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、御
礼
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


